
第８回　東京大学宇宙線研究所・カブリ数物連携宇宙研究機構　合同一般講演会

　　　　日　時　　２０１３年４月１３日（土）
   １３：３０ ～ １５：３０（１３：００開場）
　　　　会　場　　千葉県柏市柏６−２−２２　アミュゼ柏２F
　　　　対　象　　中学生以上
　　　　参加費　　無料
　　　　定　員　　４００人　当日直接会場にお越し下さい。
　　　　　　　　　事前予約も可能です（２００人まで）。

　　詳細・予約　　一般講演会ページ（http://www.icrr.u-tokyo.ac.jp/public_lectures/）
　　　　　　　　　事前予約はWEBのみの受付けになります。
　　　予約締切　　４月８日（事前予約は200名になり次第締切ります。）
　　　　主　催　　東京大学宇宙線研究所（ICRR)
　　　　　　　　　東京大学国際高等研究所カブリ数物連携宇宙研究機構（Kavli IPMU）
　　　　共　催　　柏市・柏市教育委員会
　　　　実　施　　宇宙線研究所宇宙ニュートリノ観測情報融合センター・広報室

アミュゼ柏　千葉県柏市柏６−２−２２　JR柏駅東口より徒歩８分
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NGC 2264 and the Christmas Tree cluster©ESOHubble Ultra Deep Field©NASAATLAS Detector ©ATLAS

最深宇宙観測で迫る宇宙史
講師：大内　正己

東京大学宇宙線研究所　准教授

ヒッグス粒子発見で
わかることとわからないこと
講師：野尻　美保子
東京大学国際高等研究所カブリ数物連携宇宙研究機構　主任研究員
高エネルギー加速器研究機構　素粒子原子核研究所　教授



東京大学大学院理学系研究科博士課程修了。理学博士。アメリカ宇宙望遠鏡科学
研究所ハッブル・フェロー、カーネギー天文台カーネギー・フェローを経て、現
在、東京大学宇宙線研究所准教授と東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構（Kavli 
IPMU）の科学研究員を併任。

第８回　東京大学宇宙線研究所・カブリ数物連携宇宙研究機構　合同一般講演会

宇 宙 史 × 素 粒 子
２０１３年４月１３日（土）　１３：３０ ～ １５：３０（１３：００開場）
千葉県柏市柏６−２−２２　アミュゼ柏２F　クリスタルホール

講師：大内正己 (おおうち・まさみ）

普段の生活では感じられませんが、光は無限に速い訳ではありません。その
ため、10億光年彼方の天体から来る光は、10億年もの時間をかけて地
球に届きます。10億年前に発せられたこの光は10億年前の宇宙の様
子を知らせてくれます。また、50億光年、100億光年とさらに遠く
の天体を観測してより昔の宇宙の様子を調べることもできます。最
新の観測ではどこまで昔の天体に迫れるのでしょうか？本講演で
は、私たち日米欧の国際研究チームが行ったハッブル宇宙望遠鏡
の最深宇宙観測UDF12によって明らかにした古代宇宙の姿を紹介
しながら、過去から現在に至る宇宙の歴史を紐解きます。

最深宇宙観測で迫る宇宙史

アミュゼ柏　
千葉県柏市柏６−２−２２　
◎ JR常磐線・東武野田線 柏駅下車。東口より
徒歩約８分。
◎ 駐車場はホール関係者専用となりますので、
お車でのご来場はご遠慮ください。

京都大学理学研究科修了。理学博士。高エネルギー物理学研究所助手、京都大学基礎物
理学研究所助教授などを経て、現在高エネルギー加速器研究機構(KEK) 素粒子原子核研究
所教授と東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構（Kavli IPMU）主任研究員を併任。

講師：野尻美保子 (のじり・みほこ）

2012年に「質量の起源」であるヒッグス粒子が発見され、大きなニュー
スになりました。素粒子の標準的な模型のなかでヒッグス粒子は最後の
未発見の粒子で、その発見は素粒子の研究にとって大変重要な出来事
です。このヒッグスの発見からどういうことがわかるか、そしてまだ
まだわからないことはなにかをお話します。

ヒッグス粒子発見でわかることと、
  わからないこと

講演内容
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 お問合せ　　
 電話： 04-7136-5148 （広報担当） 
Email： public_lectures@icrr.u-tokyo.ac.jp


